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洋上風力発電の振興をめぐる論点と政策的課題
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我が国の海洋再生可能エネルギー (NEDO)
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出典：NEDO再生可能エネルギー技術白書第2版（2013）
https://www.nedo.go.jp/library/ne_hakusyo_index.html#pdfDL

＊３自然条件（風速6.5m/s 未満，陸上から30km 以上，水深200m 以上）



洋上風力発電の導入状況
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出展：資源エネ庁再エネ大量導入・次世代電力NW 小委員会第71回資料
「次期エネルギー基本計画の策定に向けたこれまでの議論の整理」

（2024年11月28日）



2040年に向けた風力発電の導入の方向性（案）
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出展：資源エネ庁再エネ大量導入・次世代電力NW 小委員会第71回資料
「次期エネルギー基本計画の策定に向けたこれまでの議論の整理」

⑴ 洋上風力発電
① 再エネ海域利用法に基づく公募制度等を通じた案件形成

2030年までに10GW、2040年までに浮体式も含めて30～45GWの案件形
成を目指す。排他的経済水域（EEZ）でも洋上風力発電設備を設置すること
ができるよう必要な制度環境の整備を行っていく。
投資が大規模かつ総事業期間が長期間にわたることから、収入・費用の変動
リスクに対応できる強靱な事業組成を促進し、洋上風力発電への電源投資

      を確実に完遂させるために必要な規律強化や環境整備を進める。
② 洋上風力発電関連産業の競争力強化

特に浮体式について、技術開発によるコスト低減と量産化、生産・設置基盤や
最適な海上施工方法の確立を通じ、国内サプライチェーンの強化や国際展開
を進めるとともに、産業界と教育・研究機関が連携した人材育成を推進する。

出展：資源エネ庁再エネ大量導入・次世代電力NW 小委員会第71回資料
「次期エネルギー基本計画の策定に向けたこれまでの議論の整理」

（2024年11月28日）
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出展：資源エネ庁再エネ大量導入・次世代電力NW 小委員会第71回資料
「次期エネルギー基本計画の策定に向けたこれまでの議論の整理」

⑵ 陸上風力発電
① 地域共生型事業の導入促進

地方自治体による再エネ導入目標の設定を促すとともに、目標の達成に向け、
地域脱炭素化促進事業制度の活用による具体的な促進区域の設定（ポジ
ティブゾーニング）等を強化・推進する。

② 関係手続の迅速化・簡素化
環境アセスメントについて、事業特性を踏まえた、効果的・効率的なアセスメントに
係る制度的対応の在り方を検討するとともに、保安林の解除に係る事務を迅速に
実施する。

2040年に向けた風力発電の導入の方向性（案）

出展：資源エネ庁再エネ大量導入・次世代電力NW 小委員会第71回資料
「次期エネルギー基本計画の策定に向けたこれまでの議論の整理」

（2024年11月28日）



本日の主な論点
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 再エネ海域利用法による案件形成の在り方

 案件形成における需給の関係や不確実性の改善

 エネルギーの安定供給・経済安全保障の観点を踏ま

えた国内のサプライチェーン形成と人材育成

 地域と共生した洋上風力の導入

 浮体式洋上風力発電の導入拡大
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